































































































































































　 第 3 図　女性管理職が少ない理由
　結果、現在の女性管理職比率となる。日本の管理職は、男性 9に対して






































    第 4 図　女性が職業を持つことについての考え
　　　7　どうしたら男女共同参画企業になれるか
　国立女性教育会館（NWEC）は 1977 年の設立以来、主に地域で活躍する
女性たちのエンパワーメントに力を入れてきた。1999年に男女共同参画社
会基本法が成立してからは、地域のみならず地方公共団体や大学などの男女
共同参画推進に関わる人たちへと対象を広げてきている。しかし、企業で働
く女性たちはこれまでのNWECの事業の対象の中に入っていなかった。企
業で働く女性たちにとって、NWECの存在はないも同然、これだけ多くの
女性たちが企業で働いているにもかかわらず。私は、これまで述べてきた
とおり、一般企業の出身である。私は 2011年 7月の理事長就任以来、ずっ
とNWECの事業の対象を企業へ広げることを模索していた。2012年 4月に
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文科省内に設置された「国立女性教育会館の在り方検討会」において、企業
などへ事業の対象を広げること、とのご示唆をいただき、満を持して開始し
たのが、「企業を成長に導く女性活躍促進セミナー」である。2012 年 12月
にその第1回目を実施し、シカゴ大学教授の社会学者である山口一男氏をお
招きした。2013年 5月には、企業の中で男女共同参画（ダイバーシティや女
性活躍）を推進するリーダーの方々を招集し、日産自動車（株）、帝人（株）、
日本生命保険相互会社などの先進事例から今の日本企業の現状について学習
した。
　　第 5 図　企業向けセミナーちらし
　企業における男女共同参画とは、一人一人を尊重すること、多様な人々の
達成能力の開発をすること、そしてその能力を発揮させることであると学ん
だ。そして、統計データからは、女性登用が進まない理由として、根強い性
別役割分担意識とワーク・ライフ・バランスとはほど遠い企業風土に原因が
あるのではないかということが浮上した。先進事例からは多くのことを学ん
だ。女性登用に成功している企業には、以下の共通点があった。
①女性活躍推進の専門部署を設置している
②トップの本気度が違う、あるいはトップを女性活躍推進活動の前面に担ぎ
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　出している
③数値目標設定、ポジティブアクション、女性社員のエンパワーメント施策
　など、女性登用への強い意志
　これからも、さまざまな角度から企業における男女共同参画について学習
し、企業での女性活躍推進の一助となるよう努力したい。
　　　8　女性の意識変革
　ここまでは、企業側の課題に目を向けて議論を展開してきたが、女性社員
側には全く問題がないかと言われると、そうでもない。女性たちの意識も変
化し、職業意識が高まってきた反面、専業主婦志向も増えてきているなど、
まだら模様の様相を呈している。最近、フェイスブックＣＯＯシェリル・サ
ンドバーグ氏の著書『リーン・イン』を読んだ。女性がもっと社会で活躍す
るためには、女性自身の中にある「内なる障壁」を打破することが欠かせな
いと主張している。内なる障壁とは、女性の心の中にある自信のなさ、不安、
恐れ、罪悪感などのこと。こうした感情が、女性が一歩前に踏み出そうとす
るときにブレーキをかけることは明らかである。
女性管理職比率が 40％近くの米国で、また、その中で頂点に上り詰めた
女性が、自身の中に潜む「内なる障壁」の存在を明かしている。まして、日
本の普通の女性たちの心の中には大きな障壁が居座っているに違いない。私
も例外ではない。特に、新しいことに取組むときは不安でいっぱいだった。
しかし、せっかく巡ってきたチャンスを活かさなくてはと目の前の仕事に全
力を尽くした。ひとつひとつクリアしていくごとに自信もついてくる。実績
を積み上げていくことが内なる障壁を打破することにつながると思うが、ま
ずはこの障壁の存在に気づき、乗り越える努力をすることが重要である。サ
ンドバーグ氏も、著書の中で、外の障壁と違って「この障壁は自分でどうに
かできる。今日にでも自分の力でこの壁を打ち壊すことができる」と、女性
たちを力強く励ましている。
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　　　9　おわりに
　ここまで述べてきたことは、一言で言って、女性が今の環境では持てる能
力を充分活かされていないことを前提に女性登用を進めなくてはならないと
いうことである。したがって、女性登用と同時に、今の環境を変えることに
力を入れなければならない。何が社員を働きにくくしているのか、何が社員
の力を活かせずにいるのかを考える。私は、これまで、政策決定の場にひと
りでも多くの女性を送り出すことが、男女共同参画社会形成への近道と考え
ていたが、それには多くの矛盾を抱えながらの困難な道が立ちはだかってい
る。結論は、環境の変革を起こしながら女性登用を進める、女性登用を進め
つつ、少しでも女性が本来の力を発揮できる環境へと移行させることが必要
である。この女性登用と環境の変革は鶏が先か卵が先かの議論ではあるが、
一緒に進めれば必ず相乗効果が期待できる。日本もこれまでの亀の歩みでは
なく、男女共同参画社会へと大きく前進できるのではないだろうか。
　最後に、男性の力に期待したい。男性が本気になって日本の企業を男女共
同参画社会へと導く原動力になってくれることを願う。男女が力を合わせ、
まさに男女共同参画での共同作業が必要である。そうでなければ、日本の真
の男女共同参画社会は形成されないだろう。
　（うつみ・ふさこ　国立女性教育会館理事長）　
